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Abstract 

The purpose of Ihis paper is 10 clear Ihe inlention of using kana in Shoku-Nihongi-Senmyo. The 

maIn findings of the paper are as follows. First. in Shoku-Nihongi-Scnmyo. kana of the particle. the 

auxiliary verb. and lhe end of a word have lhe function which expresses clearly lhe word form and 

the constitution of the sentence. Secon品.Kana of noun. verb. and adjective has four intentions a) 

the intention of the expression clearly the word form which is based on the difficulty of writIng In 

idcograph. b)thc inlcntion of thc cxprcssion c1carly thc word form which is causcd by plural rcadings. c) 

tbe intention of the reduction of the heterogeneity between ideo喜四phand phono昌ram.d) the intention 

of expression clearly富田血盟aticalmeans by背ritingin phono富ra血.In these functions. a) and b) contains 

the sequence of character which has the fonction which expresses clearly the word [orm. And. five 

functions ahove悶mentionedmake contribotions 10 the easiness of reading in Shoku-Nihon副叩Senmyo.

再軍YWORDS盟 Shoku-Nihongi-Senmyo.kana. 廿leintention of using k師団

1 はじめに

続日本紀宣命は，語11字が大字で表記され，仮名{倍

音字・借静11字}が小学と大字で表記される.仮名によ

る大字と小字の表記については，おおよそ自立語が大

字で，活用語尾(以下. r鰐尾jと称する)や付属諮
が小字で表記されるという傾向が存する圃語尾・付属

議が小字の仮名によって表記在れる形式は，続円本紀

宣命全体に亙って認められ，そこに続日本紀宣命の仮

名が平守する機能のー御j阪を窺い知ることが可能である.

たとえば，最初の宣命(1詔)と最後の宣命 (62詔)

では，小学の仮名は次のように期いられる{以下，引

用文に付した圏点は引用者によるものであるト

(1)此天津円嗣高御座之業E現御神?大八嶋国所知倭
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様子天裳命授綴皇負賜皇賞主高皇広皇厚芸大命事受鰯

高恐坐皇{下略) (1諮}

(2)是早任法皇関賜主文多米賜品良在ES承前島仕奉品員事事
所念行号室量不動賜免綴喜 (62詔)

上記(lXZ)に使用される小字の仮名は，まずは，語形

を明示する機能を怒っていると把捉されよう.(1) r高
ヲテ

御座之業以「大命乎Jr恐坐討の「止Jr乎Jr:5.J. (2) 
「支多米綴傍久Jr在岬jの「品えJr止畠jなどは，
付属議の語形そのものを，また. (1) r費支高支広支厚
支jの「長J.(2) r問綴比jの「丘jなどは，話題の語
形を明示するのみならず上接する謹11字の語形の把掻を

より容易にする機能をも担う.また，これらの小字の

仮名のうちF 付属語の仮名については. r結巣的に，
文節単位の分かち書きをしたのと同様の視覚的効果を
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もたらすJ(北)1[(1宮昌1))と言えるが，言書患の仮名

をも含めて仮名の機能を考えてみるならば，ぞれは，

/J¥字であることと棺侠って，文の構成を視覚的に明示

する志向に基づくものとして捉え直すととが可能であ

る，たとえば， (1) r授賜比負賜布jの「比Jr布jや(2)
f費支高支広支淳支jの「長jといった語尾表記は，文

の成分が並列の関係であるととを視覚的に明示し，ま

た (2)r不勘賜免勝利の「布jの語尾表記は文末で
あることを視覚的に明示する。

一方，自立語は，基本的に献字によって表記される

が，中には，仮名で表記される自立語も少なからず見

える.仮名で表記される自立語の多くは，
ウヅナヒ

(3).相宇豆奈比奉棺扶奉事 (23詔)
方ダヒ

(4)安久哉、多比4コ在比 (31詔}

の「ウヅナヒJrオダヒjなどのように，遜常の書11字
では表記するととが容易でない語である{乙の点、につ

いては，春日 (1昏33)を参照トこれらの自立語の仮

名は，遜常の書11字では表記が容易でないことを前提と

した語形を明示する機能を有する.だが，続日本紀宣

命に見える仮名で表記された自立語には，語11字による

表記が可能であると判断される例が与する

(5)念保之粧品多品品41輔副 (3品諮)
(6)天日嗣高御座次品森長奪将臨 (1繍〕

(5)(畠)の「カタラフJr/JvJ rカソフjは，仮名1::'表
記されているが，他の諮には語11字で表記された伊jも見

カタラム

える. rカタラフJrノルjは， r我喜善品役気付 (51詔).
f必不敢闘遁針牟"J(36詔)， r教臨調融久J(5 
言自)など. r諮Jr宣側諸jの富11字例が存し，また. rカ

カソヒ

ソフjは「鈴同l乎奪復業位乎掠天J(2昌諮)のように

「諒jの語11字伊iが存ずる.かような語iI字表記が可能で

あると判断される自立諮の仮名表記については，部分

的に仮名で表記された要因が追究されているが(山崩

(196引，馬場(1倒的，藤井(1倒的，沖森(2ω0)など).

仮名表記の望書闘を説明し得ない例も少なからず存する

点は，なお考究すべきである圃これらの仮名表記伊jに

対して，豊富録者の鱈別的な表記意識に基づく選択，と

いう考えを導入することは，ひとつの有力な見解とし

て認めることが可能である.文武元{ω7)年から延暦

八(78幼年にかけて作成された位認の宣命のうち，淳

仁・称徳期の宣命 (23-47書官)では，仮名の使用字

母と使用援において他の時期の賞命と差が認められ

(藤枝(1紛争L 山回収賄4)，長尾(1紡1，1宮52))，富11字

表記が可能な自立語の仮名表記も，浮仁・称徳期にお

ける使用量の多さが指摘されている{藤井(1綿 5)). ま

たf中森(2000)は，称徳掲の「マツJレjの仮名表記1;:筆

録者の待遇意識が掬与していると論じているだが，

語尾・付属語の仮名が有する機能は，淳仁・称徳期の

宣命とその他の主主命とでは質的な援を見出し難い 諮

謄・付属語の仮名に関しては，量産縁者の個別的な選択

は学母や使用量を中心とするものであったと看取され

る このように全額に亙る語尾 a付属語の仮名の機能

を認めるならば，刻字表記が可能だと判断される自立

語の仮名表記についても.認に認められる仮名の機

能を問い醸してみる必要があると考えられるー以下，

本稿ではE 続日本紀宣命に見える語11字表記が可能だと

判断される自立語の仮名の検討を通じて，絞日本紀寮

命の仮名が表記に窺える志向について考察を行いたいE

2壷仮名義記が有する志向(1) 

一一語形を明示する怠向一一

続日本紀定命に見える誠字表記が可能だと判断され

る自立揺の仮名表記について，まず注意されるのは，

仮名表記された語と意味的に対応する語iI字が他のよみ

をも担う例である.

(7)許己知天護脚j浄心乎以天 (45詔)
ココヲモチテ

(7)の「ココjは，続白木車己宣命では， r是以令文所
ココヲモチテ

載多擁乎跡iと為河J(2詔). r是以天地之神乃顕宣告瑞宝
船依而J(4詔)， r益基芸美汝等乎教導刈 (45詔)など
のように「是jの刻字が見える.だが， r娃jが「コ

o 
コよとよまれる場合p こぞって時以J，または「是
乎以天jのように「以jを伴って用いられておlJ，

「娃jが単独で使用される場合には， r弘義主不在j
コレ

(2宮詔)， r是実Idl::館大御身波縁伝織対 (41諮). r瑞
コレ

番ぶ総勘が是担1日景重喜が在J(42言書)， r己剥比伎鱒企是が
託彼然依J(45諮)など， rコレjとよまれるのが通例
である (7)の「ココjが仮名で表記されたのは，

「是jと表記した場合， rコレjとよまれるおそれが
あったためであると考えられる凶問機のことは，

ウ y ヨ

(昌}書事々 牟事然久字表呂毛軽久安久源義被比 (5昌詔}

(告)衆人論議議室主仕奉心波(13諮}

の「ウシロJrイザナフjについても言えよう舗 (8)
ワシロ

「ウシロjは， r後ホ波詰響詩然久J(44詔}のような事iI
ワガノチ

字の例も見えるが， r後JI立，一般的に{朕後家太后悠
ノテ

能仕奉割]助奉札止館副 (17諮)， r後h御命仁勅之久j
(45詔)などのように悶「ノチjとよまれる また，

(9) rイザナフjは，受身形であるが「悪齢者草地
物在J(35諮)， r小過毛在人仁;主選品よ主所樹波J(35 
詔)のように. r号[嘩~J r率jの語iI字が見える.ただし，
「イザナフjの語11字OiJは， 35認に集中しており，他
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イザナヒ

の諮においては， r人乎伊佐奈比貌須率己11:葉J(31詔)， 
f人乎&最長島惑久識JL..~乎以天J (45詔}など，すべて仮
名で表記される.一方， r引率jの蓮11字伊jは他に見え
ないものの， r域jの書11字例は，続B本紀宣命では

ヒキa
f百官乃人等率爽礼拝仕奉事麹J(12詔)， r忍坂女王
石田女主和三宮呈J(43諮)などのように「ヒキヰ
}vJの刻字として用いられる.(9)や「神我天神地祇乎
ヒキヰイザナヒ イザナヒ

率伊友奈比天必成事元J(15認). r逆党乎伊射奈比
ヒキヰ

率而J(19認)のように， rヒキヰイザナフJrイザ
ナヒヒキヰ}vJの表現が見えるととも勘案するならば，

fイザナフjが仮名で表記されたのは. r重軽jでは，
fヒキヰルjとよまれるおそれがあったからだと判断
される

(7) rココJ(自)rウシロJ(告)rイザナフjといった例
は，書11字による表記は可能であると判断されるが，意

味的に対応する語11字が複数のよみを担うために仮名で

表記されたものである.幼その複数のよみは，富11であ

5 

(7) rココJ(呂)rウシロJ(9) rイザナフjで用いられ
る仮名は.(3) rウヅナフJ(4) r;;tダヒjと同じく，語
形を明示する機能を担うと判断される だが， (3X4)の

仮名が書11字で表記するととが容場でないととを前提と

した語形明示の志向後有するのに対し.(7H9)は，意

味的に対応する富11字が他のよみを担うという事情が関

与している点で性質を奥にする.それは刻字と仮名の

選択の問題とも深く関係する.(3) rウヅナフJ(4) rオ
ダヒjは，書11字への選択が困難であるが， (7)-(9)は，

書11字と仮名の選択に憾が存する.その選択の悔は相対

的であり. (9) rイザナフjなどは. rヒキヰ}vJの刻

字表記との関係によって仮名表記への選択が定着して

いると看取されるけれども，)その一方で，次に掲げ

る「ミマシJrイマシjのように言11字と仮名の選択が
緩やかな伊jも見えるE

認FO
 
止

詔

治
，
、
ハ
wu

d
ゾ
ヮ
“

も

{

げ
欄
給

ド
町
淵
柏
市

知
連

所

打

開

下

手

天

朕

担

盟

る場合が多いが，中には音を含む場合も卒するE その (11)は{ミマシjを仮名?表記した例であり，(12)は

例として rイマシjを仮名で表記した例である. rイマシjを
(時)天袋朝家仕奉利婆婆然仕翌春鋲波可モE(13量的 仮名で表記した例は(盟}のみであるが. rミマシjを仮
の「ハハjが挙げられよう.母親の重量の「ハハjが仮

ハハ
名で表記される械は.他に[告是其婆婆止在須藤原夫

人乎J(7諮)， r退弓被婆事事大郷祖乃J(13詔). r加以
挫畏飲婆々裳太后朝乎母{中略)婆婆年波乱::1事傍街止j

ハハ
(23諮). r藤原伊良豆売乎波婆々止家母念J(25諮)の
例が見える.一方，続日本紀主主命には. rハハjの語11
字として「母Jr親母jが存するが， r親母jは「是以
長轟迫皇止為議&大夫人止為J (25詔}のように「先

考jとともに用いられ，また， r母jは「俄戸王其母
ヂチハハ

井上内親王乃J(54諮)以外は， r朕私父母波良何良俗
テチハハ チチ

(中略}私父母兄弟鋲及事得制 (25諮). r必入方父
我可多母我可多能親在天J(3宮詔)のように「父母J.また

は. r父jとの対で使用される点が留意吉れよう. r鶏
母Jr父母jという熟字，または. r父jとの対とい
う形で「母jが使用されるのは，続日本紀賞命におい

て， r母jが「モjの倍音字としての使用が一般的ぜ
あることと調達しているであろう.倍晋字の「母jは，

f長畠品教桝J(13詔)， r長晶品義人乃J(25詔). 
タノモシ

「意大比之美多能母志美J(51詔〉などの自立語の他
モ ト~ カモ ナモ

i乙助関「母Jr止母Jr加母Jr奈母jなどの表記に
~ 

多用される閉続日本紀3主命における借王子字「母jの多

用に鑑みるならば. rハハjが「婆婆jで表記される
例が多いのは，書11字「母jと表記した場合. rモjの
借音字として解されるおそれがあったからだと考えら

れる，

名で表記した例は 5・51・52諮において， r香子美
蒜薪玉利 (5部). r桑忌主大陸乃J(51詔). r桑品丞
大臣乃仕奉来状液 1 (52諮)などの伊jが見える.一方，

イ~シ

「イマシJrミマシjは. r汝等玉医等J(7諮)， 
Tマシ ミマシ

「汝乃為牟宋仁末仁J(29翻)， r勅久汝藤原朝包J(2 
詔)， r朕波汝乃事乎積J(58詔)など，言11字「汝jに
よっても表記されるが，その[イマシJrミマシjの

ミマシ

表記は諮によって巣なり， (11) r天下所知美持革新乃父j
(5詔)と「玉医汝等J(5詔)のように「ミマシj
と「イマシjが語11字と仮名で使い分けられていると看

fマシ ミマシ

殺される諮もあれば，次のように語11字「汝Jr汝jが
併用される詔も存する.

(13)朕我立夫在人止云拍汝我心然不能[，9<11自伝見天邸入乎波

改天立牟事方心Jl麻~Jミ麻世与止命品復勅之久朕貌東人

伝授刀天侍之皐哲事波汝乃近議比之天護近与此念天奈毛在

(45謡〉
ィ"'"，

{路)放是以今朕設汝等乎教給牟御命乎衆関食止宣{間

と〉

(13)は，重量武天皇から称徳天皇への遺詔のー龍(14)は

称徳天皇から医下にあてた言葉である. rミマシjと
「イマシjはともに三人称を示す語であるが. rミマ
シjは「イマシJ1::比して敬意が高いと考えられる.

45認では，よみ手が{汝jを「イマシJrミマシjの
いずれでよむかを文脈によって理解し得ると，筆録者

が判断していたと推察される.総じて， rミマシjの
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刻字と仮名による表記は，使い分けというものではな の右の丸数字は用例数であり， ( )の丸数字は，語

仁筆録者の選択に拠るところが大きい.また， 29 全体が小字で表記された例が存する場合の用例数であ

詔では， (盟)の引用文の後に「事乎之云8主乎奴止成止毛奴 る [ J I之は，仮名表記例が見える認の番号を掲げ，
O 

乎王止云止毛汝乃為率制末仁仮令後仁帝比立天在人伊立乃後仁 仮名義記伊jが2例以上の場合には丸数字で用例数を示
O 

汝乃多米仁充礼之呈不従奈発久怠牟人乎方帝乃佼仁霞静止方不得j した，)

と続くが，ここで，富11字[汝jが使用されている点は

機意されてよい.とれは，塑武三疋皇の遺詔であり，後

出する2ケ所の「汝jも「イマシjの曹11を担うと一般

に解されている. 29認において「イマシjが仮名と

語11字の双方で表記されているのは， r汝jが「イマ
シjと「ミマシjの双方の語11を担う字であることが関

連するであろう.すなわち，初出の「イマシjを仮名

で表記するととによって後出の語iI字「汝jのよみを規

定しようとしたと推察される.仰の fイマシjのよう

に， 1司ーの諮において初出の言語を仮名で表記し，後出

の同町議を語11字で表記するととによって制字のよみを

規定するという方法も，意味的に対応する語11字が他ぬ

よみを担うことに起因する語形明示の機能に依拠する

と理解される.必

3“仮名表記が有する志向(2)

一一仮名を連続させる志向等

前節では，書11字セ表記するととが可能であると判断

される自立言語の仮名表記のうち.言語形を明示する志向

に義づく例を中心に検討を行った.語形を明示する志

向に基づいて仮名で表記された自立語は，自立語を基

本的に語11字で表記する続日本紀宣命において，然るべ

き要因を有していたと考えることが可能であろう.だ

が，続日本紀宣命における語iI字で表記するととが可能

であると判断されるお¥r.ゐ諮の仮名表記には，言吾形を畷

示する蕊向は認められでも，ぞれが，意味的に対応す

る語11字が絡のよみを担うZことに起因するものとは考え

にくい例が少なからず見える.これらの例については，

さらに検討を要する 刻字で表記することが可能であ

ると判断される自立語の仮名表記例のうち，意味的に

対応する語11字が他のよみを担うことに起践する諮形明

示の志向を認めにくいと判断される伊jは，異なり語数

75言語審延べ1串8例存する.品調別にその一覧を掲げる

と次のようになる(以下， ((一覧》と称する)“《一

覧》の[ 1には，原則として，続日本紀賞命に使用

されている代表的な語11字を掲げた{続日本紀宣命では

仮名表記例のみが見えるが， w万葉集j等の語11字の使

用も勘案して事11字表記が可能であると判断した自立誘

については*を付して語11字を掲げた).また， ( 1 

名詞 17誘延べ51例

おの[各]①[3]，おのもおのも{各]①[33]，おや[親圃

祖]①[61]，およづれ[*逆言]②[51・58]，かた{万]

②{③)[39③]，とと{事]⑮{⑧)[13・28③'29③・31・

32・33②・41②・42・43・45署46]，ころ[頃J(霊{③)[2昌圃

29]，しりへ{事後方}①[7]，すベ[*便l(②{③)[51②]，

たはとと[*狂言]①[51J，たび{遜]③{①)[25・30・

32]，ため[為]③{①)[鈎・61]，つぎ[次]①[25]，は

らから{兄弟]②[25③Lへ{辺]①[13J，ほ[秀}①

{①)白書]， わざ[業・行・態]②[1自・41J

動詞 40諮延べ119例

あぐ{上・昇}①{①)[28]，あらはず{顕・現・示}①{①}

[41]，あり{在・有]⑬{⑪)[13②・26・28⑤酬31剛34・41

③署46]，いなぷ[辞]①[25J，いふ[言・ョミ・称]③[7圃

13'27・45J，います[座]⑨(②)[28・38・41④・44・51

②J，おiます[負]①[45]，おほまします[大坐坐・御

坐1(!)[ 45J，おもぷく[化]②[6・13]，おもほす[恕・
念・所恩所念]①[51]，かそふ〔擦]④[1思lかたらふ
[議}①[36]，く[来]①[27]，さきはふ[橋]①[13]，

さく{離]③{②)[51②]，しふ(*強]①((!))[2官]，す

〔為](⑩{⑨)[16・19②・2昌②・33・43・45②・56]，すすむ

[進}①[31]，たぷ[賜]⑧{⑦)[26③剛36④・41]，たま

はる[賜・給]①[45]，たまふ[四段H給・賜]④{③)[28

③・45J，たまふ[下二段][綴・食}①[38J，っかはす

[遺副所遺1(!)(①)[28]，っかふ[使]①[45]，ととのふ
[開設H*調]①(①)[2官J，ととのふ[下二段H調]①{
①)[45]，とほる[遜]③(②)[51②]，ともなふ[伴]

(!)[33]，なす{為齢成}①[15]，のる[宣]①(①)[36]，

ひきゐる[率}①[41]，ひろむ{隆]③(③)[28・41J，ま

します[坐坐}①{①)[41]，ます[座]⑬{⑮)[7③・2自

③・40・51'52・58⑤]，まつる[奉]21(⑮)[28②・36

⑤・38⑧・41③・42③・45③]，むすH生]①{①)[13J，
ゆく{行・往・去]①{①)[32]，ゆるす[免・許]②(②}

[31'33]. よす[依}①[5]. わく回目]①(①)[35]

形容調 印語延べ17例

いそし[歎]②[13・52]. うっし{顕]③[56]，うれし

[*歓]②[41・4告]，おほし[大lC主[7]，かたじけなし

[辱}③[41・52・54]. つからし[労]①[45]. なし[主義]

②(②)[13園31]，まねし[多]②[日十日吉J，よろこぼし
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[税]①[46]，をぢなし{劣]①[45]

その他 8諮延べ曾例

あまた{多}①[30]，いかに{ホ如何]①[25]，いな

[辞1(j)(①)[36]，いや[弥}②[14・25]，え{得]①{①}

[31]，さだかに[点]①[5]，しか[然]①[27]，ただ

{君主]①[25]

上の《一驚》に掲げた語，ならびに用例数を通覧し

てみると，品詞別セは動簡の伊jが多く，官官では， rま
つるJrととJrあI)JrますJが多い.またE 詔別に
見ると，文武・元明・費量武・孝謙期(l~22詔)が26

f田q，淳仁・称徳期(23-47詔)が131悦光仁・桓武期

(48-62詔)が却炉jであり，袴仁・称徳期の期総数は他

の各時期の用例数の約5倍存する.これちの傾向を念

頭に置きつつ，まず，特定の品調や重苦，;:関わらない，

全認に盗る特徴を窺ってみるとE 前後の用字が付j議

語圃接尾語などの仮名である例や自立慈の仮名が連続

している例が多い点を挙げることが1さぎよう.

(臨)人祖議金量弱児乎 (3詔)

(時)己号是2不成事乎(31詔}
《サダカニ 00000

(17)我子ぷ佐太加者t傘倶佐加者t無過事授賜止 (5詔)

(睦)r義金J， (出企jは，それぞれ前後に f乃j
サダカ

「賀J， r可Jr之jが援する圃また， (17)では「佐太加
がjが「牟倶佐加がjと連続して{使用されている.か

ような型の自立諮の仮名表記は54伊j存し，全体の約3

寄jに当たる.(15)吋日}のような例が多く見えることは，

仮名を連続させる主主向が関係していると推察される

たとえば， rイソシJrユルスjの仮名表記例などは，
書11字表記例と比較した場合，その志向が顕著に現れる

と言えよう. rイソシjの仮名表記例(2例〉ほ， r守ッッ
ハイソ .r.0 0 0内 00  

在E伊蘇主語字牟質謡業忘不給J(13諮)， r事乎奈録加多。000イソシ O
自気奈美伊蘇意義思坐須J(52詔)のように前後が仮

A ィソシク "

名であるが，訓字害時(3例}は， r悟商歎将位奉人j
lHソシキ'" " 

(1言自). r宇武何志伎事欺事J(7言自). r仕奉者
イノ>~

歎逼明美J(51謡}のように官官後がともに書11字かp ま

たは一方が曹iI字で表記される.また， rユ)1;スjでは，
仮名表記例 (2例〉は「天日言語主主授僚制 (31翻)r天
。000_"，地乃字倍奈勤、益義主長授賜涜J(33詔}のように，前後が

仮名であるのに対仏語iI字表記例 (24例)は「罪主
ユルシ'"ユLシ"ユルシA

免給J(35諮)r給量免給布J(44翻)r斬jf!J乎渡免賜j
ユルシA

(62詔)r取冠罪被免綴J(62詔)の4伊jを除いて，他
t:.. :2}'.tま".d. A ニLルシ A

は， r墾田地許奉事~J (13詔)， r事者許而J(1阜商)
など，前後が語11字である.(器)-(17)や「イソシJrユル
スjの誇例，および先掲(5)rカタラフJr /JvJは，仮
名を連続吉せる志向に基づいていると判断される.

次~:.品調別に見てみると，動認の例が全体の約E

割を占めておりY形容詞も含めると，全体の約7欝jに
なる点が注意古れる E 書11字表記が可能であると判断さ

れる自立語において活用語が多いのは，活用語の語形

が変化することが関係していると考えられるが，さら

に，ここで考書霊ずべきは，続日本紀宣命における自立

語の活用語の表記形式であろう.続日本紀宣命では，

自立語の活用語の表書記形式は，おおよそ，

(1)言語全体が仮名で表記される活用語

(2)語全体が語iI字で表記される活用語

(3)語尾(語幹の一部も含む)が仮名で表記され，

書11字に下後ずる活用言語

に分類し得る.いま，問題にしている動詞・形容詞

4品語，Jigべ124伊jは， (l)の活用語に属するが， こ

こで" は〕の活用言語が，続日本紀宣命において140

務，延べ77昌併存するとと(奥田 (2ω0))を看過す

ることはできないであろう.この現象は，続日本紀定

命において話題が仮名で表記されやすいという志向を

)'1--すものとして理解される.如上の点，および，前後

の用字を念頭に置きつつ，仮名で表記される動詞，形

容銅色加)-(17)の裂に属する活潟諮も含めて通覧して

みると，次の2つの類型が抽出される.

め上接する用字が仮名である活用語緬・・圃・綱引例
n イナ e

(IS)i監母不知退母不知E奈鏑奏 (22諮}
内オホセ

(19)勅盃於保世絵有働命事 (45翻)
0000....オホマシマス《

(20)御身都可良之瓦於保麻之麻須託 (45詔〉

③複合動詞の後項 .....65例

程1)品自主義己止連乃 (2欄}

似品、獄事毛無口 (35詔}
A 

世3)忽朕朝乎醗荷罷局長之奴礼獲 (51詔}

②の(1国fイナピJ(1時「オホセj色諸事争相当部と諮
篤とに分けて， と援する仮名とのつながりを考えてみ

ると， r仮名(付属語・接尾語・語尾等)+仮名(語
幹)+仮名{諮尾)Jという表記形式になり， (15XI6)の表

記形式に準ずるものとして解される.つまり(ISX19)の仮

名表記は，議患を仮名で表記する志向と仮名を連続さ

せる志向とが複合した志向によって表記されていると

考えられる.この視点から(20)rオホマシマスjのよう
な活用語の前後に仮名が接する伊jについても捉え直す

内タマハリ内

ことが可能であろう (初)や「此賜布帯￥多麻波利互j

(45詔)は， (15抑6)の表記形式と同一であるが， r仮名
(付属語圏接尾語・語尾等)+仮名〈語幹)+仮名(語

尾)+仮名{付属語ー接尾喜善等)Jという表記形式を取
り，語尾を仮名で表記する志向と仮名を連続させる志

向とが複合している点で(lSX19)の仮名表記と性質を同じ



呂 奥田僚博

くするーーホ@に掲げた臼1if議総鎗J(22) r思品幻
担1}7能綜jの複合動詞は，後項動詞を語幹と語尾と
に分けてみると， r書11字{前項勤務}十仮名(後項動預
言語幹)+仮名{語賂)Jの表記形式を有する. との表記

形式においても，言語尾を仮名で表記する志向と仮名を

連続させる志向とが複合していると理解し得る E すな

わち， (21)-{23)の仮名は， rススメッカハスJrオモヒワ
クJrマカリトホルIという書置の単伎において，語尾
1:相当する部分を後項勤務全体にまで拡大して仮名を

逮続させたものと考えられる，

⑦と③の仮名表記は，語尾を仮名で表記しようとす

る志向と仮名を連続させる志向が複合する点で性質を

同じくするが，両者は自立務の仮名表記例に上援する

語が仮名であるか語11字であるかという点で差が存する.

②の仮名表記例に比して，③の仮名表記に小字が多い

のは{②14OiJ③5串伊ij)，乙の差が関係していると言

えよう.

また，言語別1:見てみるとー多くの婚は1例ないし2

例であるのに対し， rマツ)vJ (21I持ij)， rコトJ(16 
例)， rアリJ(13{9iJ) ， rマスJ(13伊y)， rスJ(10 
伊y)は，仮名表記例が10例以上存ずる， ごとれらの謡

のうち， rマツ)vJrアリJrマスjは，
(剖}位授長品品締勅 (3品認)

(路)万物毛萌毛経姶天好員長良皐止念仁 (46昔話}

(盟)奉持主主之藤際大陸 (40諮〉

など，補助動詞の例が多い点が注意されよう.これら

の補助動詞は，実質的な自立穏としての意味が転化し

ているという点で付属議に親近する.かような側面か

ら見るならば，これらの語の仮名は，付属語に準じて

視覚的に明示する志向に基づいていると理解される.

，)如上の志向と類似した志向は，

(271平伎時「泰侍さL方議人可不奉侍在牟 (32詔)
(謝意中年昼毛夜毛倦怠品よ元久 (41諮)

の fコトjといった形式名詞の仮名義記にも認められ

よう胴組問認)の「コトjは，それぞれ「平伎時仁奉待j

「意中匁昼毛夜毛倦怠jを名詩句にする. rコトjの仮
名表記は全例が小学で表記されており，)付属議に準

じた扱いで表記されたものと推察される圃

4掴おわりに

形明示の志向が認められるのに対し， (7ト闘の仮名は

;意味的に対応する書11字が他のよみを担うととに起因す

る語形明示の志向が認められる例であったE また， (臨)

-(17)の仮名は仮名を逮綬させる志向に基づいている.

その志向は(盟)-闘のような上接する用字が仮名である

活用穏や(21)-閣のような複合動詞後項にも認められる E

一方， (24)-閣の補劫動詞や{目胸)の「コトjの仮名は，

付属語に準じて視覚的に明示する志向が認められる.

これらの仮名表記に窺える志向を整理すると，次の(a)

吋d)のように示すととができよう‘

(a) 溜常の訓字で表記することが容易でないことそ

前提とした語形明示の志向

わ}意味的に対応する語11字が他のよみを担うととに

起因する語形明訴の志向

(c) 仮名を連続させる志向

(d) 補助動詞・型式名簡を付j蕗諮に準じて視覚的に

明示する志向

上の(a)-(d)のうち， (a)(b)は，重苦形を明示する点で性

質を同じくする.書11字による表記の鴎難さは相対的で

あり，書11字表記が困難であるか，容易であるかの明確

な基準を設けるとごとは難しい.その意味で(a)とわ)は連

続的に理解される また， (c)の仮名を連続させる志向

と(仁田の補助動翻・型式名古奇を付属語に準じて視覚的に

明示する志向とは，書11字と仮名の異質性に基づいて仮

名表記が選択されており， (ゅの志向は，文法化した諮

を視覚的に明示する点で，付属語・言苦慮の仮名に遊底

する おおよそ，仮名は，意味を捨象して専らよみを

表すという性質を持ち，さらに，意味を捨象するとい

う点で書11字と異なる.続日本紀主主命に見える(cXd)のお

肉に基づく仮名は，仮名が有するかような基本的な性

質に基づいて，文のよみやすさに寄与するものであっ

たと考えられる.

続日本紀宣命の自立語の仮名表記例のほとんどは，

(a)-(d)のいずれかの機能を担うと替えよう，)ただし，

(a)-(ゅのそれぞれの志向に闘しでは，段階的な差が認

められる.(a)の機昔話を担う仮名表記例では，通常の苦iI

字では表記することが容易でないため，当然ぷ名表記

への志向が強くなるが， (b)の仮名表記例には， rイマ
シJrミマシjのような仮名表記への志向が緩やかな
伊jも含む凶 (cXd)の仮名表記例に筆つては， (ゅに比して

さらに仮名表記への志向が弱まる曙 (c)の仮名表記例に

以上，続円本紀宣命における語11字表記が可能だと事i は，先掲の「イソシJrユルスjのように仮名義記へ
斯される仮名表記の言語を対象にして，仮名表記に幾え の強い志向が認められる例も帯するが，その一方で

る志向を中心に検討を行った.(3X4)の仮名が通常の献 「イフjのように前後の用字が仮名であっても語iI字

字では表記することが容易でないことを前提とした諮 で表記される例も少なくない‘「イフjは， r試定E品
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会議轟轟員長齢差品産毛Tji7F};「女議会議記長物
然阿札制 (13諮). r凡加久伊波誠話語朕録制 (27言首)， 

内イフ

「英志孟伊布J(45詔}の仮名表記伊jが見え，いずれ
も(c)の志向にま毒づくと考えられるが，書11字例において

Aイハ A イヒ A

は 「旦夕夜日不云思議奏出 (51詔)， r人語云関之$留
事J(45諮)など，前後が富11字，または一方が郡i字の例

内イ内向 《イハ，、

とともに 「女豆言語轟J(7諮)， r辞語言組 (27詔)， 
rÆ~芸liiJ (28詔)， r見品E芸皇J(34詔)などといっ
た前後が仮名で表記される伊jも一般的である.(d)の志

向に基づく (24)-閣の補助動詞「マツルJrアリJrマ
スJ，および， (削減の形式名詞「コトjも同様であり，

守ツレ アル

「親王伝送奉止J(25詔)， r仕奉報僑久1'E良之止J(25 
マス コト

詔)， r奉仕傍俊人乃侍坐時仁方J(36諮)， r怠事;e之天j
(32詔)など，仮名ではなく語11字で表記される例が

存する盟仮名表記への志向は，おおよそ(a)->(b)->(cXd)

の願で弱まる. とれは， (cXc誌の仮名表記例において，

仮名で表記するか否かの選択の騒が広いことを表す

とりわけ， (cXd)の仮名表記伊jが多い淳仁ー称徳期の宣

命では，量産録者の選択意識が強く働いていたと推察さ

れるが，仮名への選択は懇意的なものではなく，文ぬ

よみやすさに深く関係する.

自立諮の仮名表記は，和化漢文を中心に上代の文献

に広く認められるものであり，たとえば，上代の和化

漢文の代表的な文献である『古事記Jr出雲国風土記』
『播磨間鹿島土記』においても，その使用が 般的であ

る.だが，使用震という点では，続出本紀宣命には及

ぼず，また，仮名の有する機能という点においても，

『古事記~ r山護国風土記~ r播磨間風土記jの仮名は，
(a)(b)の蕊向に慕づく例が中心である. (c)の志向に慕づ

00  

く仮名表記事時は， r約党以短時OI耶那美命先言，問那
o 0 0 0 ヲトコ o
迩夜志愛索登古意J(r古事百dJ上巻剛美斗能麻呉波比
の段)， r鋲除道刀銭，の勅云，磨最義哉故云謄布

ヲトコ

理村J(r播磨国風土記』託賀郡)の「衰慈古(壮士)J
f許{来日など，数例が挙げられる程度であり，日J)

に該当する仮名義記例は見出し難い. (d)の志向が続日

本紀宣命においては，付属語や語尾における仮名の機

能と通ずる側面を有することを勘案するならば，この

差は， w古事記.1 W出雲間威土記.1 W播磨間風土記』に

おいて，自立語を中心とした語11字1::仮名で表記された

付属諮を交えるという表記形式が部分的にしか見られ

ないととと関係すると考えられよう.その基底には，

書き記された文宣告の受容形態が大きく関わる. W，古事

苦心『出雲鴎風土言t!Jlr撚E雪国風土記』の文章が，書か
れた内容の明磯化に重点を置いて蓄かれているのに対

し，続円本紀宣命は，宣読という一定の語形への還元

を念頭に撞いて審かれたものである，筆録者によって

想定される受容形態の羨が，仮名表記に窺える志向の

裁に反映されていると考えられる a

注
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りその他，語尾の仮名が有する機能として， rミE等
法ト

渡己我得癖之字肢帝乃尊陵宝佼乎望求長人乎伊射楽比感久穣
メ

心乎以天逆都在謀乎起J(45詔}の「米jような接続

の関係にあることを明示する機能が挙げられる.こ

の点については，奥田 (2∞0)を参照.
2)その他，同様の併として. r ff:奉人等中ぉ自初仕
奉J(24認)， r然先仁之我奏之事J(2呂詔)， r自侭
仕奉状随三J(61言書〉などの「シjが挙げられる.
「シjは，語iI学として「其jが存するが， r従五位
下回幡国民外介輔治能真人情麻呂其我姉法均比J(44 

詔)， 市立部止成給品義名波線麻呂止給比J(向上)， 
「其設名毛淑給草J(向上}のように44詔のみに使用
される同続日本紀主主命において「其jは. r其仕奉
礼酔状槌J(1諮)， r話事免賜J(48諮}や， r箕等
我喜義久謀丑J(43諮)など， rソノJrソレjの語iI学と
しても使用される.

3) rイザナフjのように他の替の書11字表記との関係
によって仮名表記が定着したと想定される諮として
カク カ.

f可久賜時総J(5詔)， r可久申須乎J(26詔)の
「カクjが挙げられる. rカクjについては，従来，
00  0 0 

「如是認者J(自認). r如此主主大命利 (1自認)， 
o O.、 00内

「如是瓦逆穣心乎発天J(35詔)， r如此瓦奇久尊陵験
滋J(41詔)の「如是Jr如此Jr如是久Jr如i吃久j
も「カタjとよまれていたが，藤井(1岳85)は，

聖武・淳仁・称徳期の主主命の「如是Jr如此Jr如是
タJr費目i詑刈は「カクノゴトクjとよんセもよいだ
ろうと述べる.また，馬場 (1鉛 5，2∞0)は，続日
本紀3主命全体において使い分けが想定されると考察

している，

4)問ーの認において，初出の絡を仮名で表記し，後

続の言語を書11字で表記することによって刻字のよみを

規定するという方法は，その他. r天皇御世姶而許
色天宮御座坐而{中路)臨食間天下之政乎{中

略〉辞別詔久比大礎物者天坐神地坐神乃格字豆奈比奉福

奉事候依而J(6詔}の「コ/J ， r蔚真人蔚女許勿窃
キタナ L

往乍絞多奈え是正奴止録止相給量('1'賂)接投天皇太御
キタナキ

髪乎軍基給制j亘岐多奈佼佐保JI[乃偶難航入車{中略〉其

知事長諜亘為留厭魅事皆惑発覚奴J(43詔)の「キ
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タナシjの表記にも幾えよう. rJtt:J r穣jはそれぞ
れ「コレJrケガスjのよみを担う用字であるが，
ただし 6・43認において「穣わ rJ詑訟のように

語尾や助詞を伴って表記するととで語形の明示が可

能であるlJ.に鍛みれば， 43詔の「イマシjに比し

て仮名への選択の度合いは弱いと考えられる E

5)なお，諸本間で仮名と静11字の築問がある例につい

ては対象から除外した.

6)動詞が多い点については，馬場(1錦5) に指橋

がある.

7)用例(24X261の「佼授長義品等勅Jr奉侍是主之藤原大医j
については，補助動詞としてゆの志向に基づくとと

もに複合動詞の後墳として(c)の志向も併せ持っと

考えられよう.

自) rコトjが小字で表記されることについては，山
田(1官64)を参照.

思) (a)~ゅのいずれの機能も認め難い例としては，

「冠位錨潟J(28諮)， r坐世会長岡修奈賀締命j
(14詔). r侍乎合長益須益然J(25詔)， r所思行久
ウツシク 」

者 f都斯久母J(6言語)， r年古島tE札 J(28詔). .ぜ
「比年き品見仁J(2型詔)， r雑然多比重凶 (25諮)， 
->. ツカヘ

f然此轟晶溺位冠J(32諮)， r汝都可弊止勅比剖 (45
詔). r八十暴私自J(25諮}， 71詰ミ続人等J(13 
詔)， r念佐末多久事長五ょ天教賜乃未仁求J(31詔)， 

ワザ

f今品良識仁毛J(32諮). r人乃よも可務事和寄せ奈jlt暫j
(16認)の fアグJrイヤJrウツシJrゴロJrタ
ビJrツカフJrツギJrナシJrユクJrワザjなど
が挙げられる a これらの例のうち， rアグJrウツ
シJrツカフJrナシJrユクjは活用語であり，語
尾のみでなく語幹部分も仮名で表記された可能性が

考えられる また， rゴロjは，二例ともに小字で
表記されており，あるいは接尾語に準じて表記され

たのかも知れない.いずれにしても，右の諾伊jは，

(aHd)の仮名表記例に比して，仮名義記の志向はさ

らに弱いと理解される.
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